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プロジェクト概要（背景）

4
5

=
以下いずれか
の違反行為
闇代行、表示義務違反
保険未加入、不透明な会計



プロジェクト概要（背景）



プロジェクト概要（課題）

さらなる効率化には、熟達したスキルを持つオペレータに依存しない
需要予測に基づいた効率的な運用が求められる。



製品の内容



製品の内容



利用者数



製品化のイメージ



競合他社の動向



今後の事業展開



応用可能な事業
テーマ テーマにおける課題と解決案イメージ

野菜の市場への集荷サービス

置き配、ネットスーパーの宅配サービ
スとの連携

乗り捨てした車の回収サービス

現状、空冷車がなく日中の輸送中に野菜が傷み約２割が廃
棄になっており廃棄コストが発生。深夜帯の代行の空き時
間に野菜を市場へ配送することで野菜の廃棄コスト削減と
代行を用いた新たなサービスを提供

代行運転による深夜帯の置き配サービス
ネットスーパーと連携し、宅配サービスを実施

レンタカー、カーシェアの利用者が乗り捨てた場所に代行
業者が回収に向かうサービス

ドリンクタンブラーの回収＆配送

夜間の見守りサービス

コンビニや、カフェの食器、カップなどリサイクル可能な
道具の回収と再配送サービス

物資を宅配がてら独居老人の健康状態をチェックし、ケガ
や異常が見られた場合、連絡するサービス・街灯が少ない
地域を定期的に見回るサービス

飲酒以外での車の運転代行
病院でケガをした時に車を自宅まで配送するサービス
出勤時にバスの代わりに乗り合いして、駐車を代行しても
らうサービス。帰りは自分で運転して帰る



需要予測AIの開発

客層分析
人流データ
（KDDI Location 
Analyzer）

気象データ
(Weather
News)

メディア情報学、客
層分析の実績および
潜在構造クラス分析

技術など

顧客データ
（年齢、性別、居住地等）

運転代行データ
（車両コード、位置など）

注文データ
（注文回数、注文状態、位置情報） 状態空間モデルを用

いた事例列解析技術
など

研究・開発・検証環境
（エアクル、自社代行車）

テーマAlpaca.Lab 外部データ 大学の技術 期待する効果

新規顧客開拓、
新サービス企画に活用

コロナ感染と人流の因果関係の
分析と情報発信による社会貢献

「エアクル」の他県展開、
新サービス開発

「エアクル」における
既存サービスの品質向上

コロナ感染
データ

活用できていない
活用できていない

活用

プロジェクト概要（まとめ）

× ×

テーマ：運転代行業の需要を予測し、最適な配車戦略を提案するAIを開発する。



プロジェクト目標
本プロジェクトでは２つのサブテーマ（①客層分析と②需要予測AIの開発）を実施する。
①「客層分析」：潜在構造クラス分析などを用いて運転代行客の行動や属性を探索（+コロナ感染との因果関係の調査）
②「需要予測AIの開発」ではパーティクルフィルターや状態空間モデルを用いて需要予測する

需要予測AIの開発

客層分析

新規顧客開拓、新サービス検討
（別業態へのノウハウ応用）

沖縄県における
コロナ感染と人流の因果関係の
分析と情報発信による社会貢献

「エアクル」の他県展開、
新サービス開発

「エアクル」における
既存サービスの品質向上

マーケティング観点による
客層分析・評価、及び顧客開拓や

サービス品質向上

コロナ感染者数と注文発生数の
相関分析とデータ利活用

短中期の外部データを積極的に活用
した沖縄本島の需要予測に寄与する

属性の調査・分析

運転代行業者の
最適ホームポジションの探索

他県展開および
他サービス展開の調査・分析

外部データを積極的に活用した
需要予測機能の開発と試行運用

テーマ 期待する効果 サブテーマ 技術的な特徴（新規性）

客層行動とAIRCLEで取得できる
データの間に隠れた構造を整理。
（潜在構造クラス分析等）

弊社の事業や、
コロナ感染との関係に活用できる。

顧客特性、需要分布、運転代行の行
動など各状態の重ね合わせとして扱
い、時系列での予測を行う。
（状態空間モデル）

エアクルやアルパカ代行といった
事業リソース使った検証ができる

上記の沖縄にて検証済み属性や
アルゴリズムを他県に応用



サブテーマ①「客層分析」概要
• 潜在構造クラス分析などを用いて運転代行客の行動や属性を探索（+コロナ感染との因果関係の調査）
• エアクルおよび、外部データとビジネス課題に間にある因子の潜在構造を分析、モデル化し、２つの取
り組みを実施、新規顧客獲得やサービス開発、社会貢献に役立てる。

マーケティング観点による客層分析・評価、
及び顧客開拓やサービス品質向上

注文ピークの３週間後に

沖縄のコロナ感染者数が増加
（Alpaca.Lab独自調べ）

潜在・既存運転代⾏利⽤客の⾏動
特性抽出

CM、ラジオ、ポスティング等による認知
度Up、

顧客獲得に向けたマーケティング戦略
策定

情報提供、発信による社
会貢献

COVIT-19顧客特性

気象

地域特性

・・・

コロナ感染者数と注⽂発⽣数の相関分析とデータ利活⽤①ー１ ①ー２

⼈流、代⾏利⽤とコロナ感
染の因果関係を調査・分析

代⾏以外の顧客需要の発掘

事業の多⾓化

事業の多⾓化に向けた新たな
サービス開発

客層⾏動とAIRCLEで取得できる
データの間に隠れた構造を整理。
（潜在構想クラス分析※など）

Alpaca.Labの事業や運転代⾏と
コロナ感染との関係に活⽤する。

技術的な特徴※

潜在クラス
モデル構築 変数A 変数B ・・・変数C

※アルゴリズムは複数案で検討し、良いアルゴリズムを選定

エアクルおよび
外部データ

・・・



サブテーマ②「需要予測AIの開発」概要
• 顧客特性、需要分布、運転代行の行動など各状態の重なりと考えると時系列の状態空間モデルとして扱う。
• サブテーマを４つの取り組みに分けて実施、運転代行向けに注文発生場所や時刻の提示、ユーザー向けには
駆け付け時間短縮といったエアクルの既存サービスの品質向上および新サービス開発・検証を行う。

短中期の外部データを積極的に活⽤
した沖縄本島の需要予測に寄与する

属性の調査・分析

運転代⾏業者の
最適ホームポジションの探索

他県展開および
他サービス展開の調査・分析

外部データを積極的に活⽤した
需要予測機能の開発と試⾏運⽤

サブテーマ

ある時刻の注⽂の需要分布緯度

経度

注⽂発⽣確率

緯度

経度

業者Bの⾏動分布業者Aの⾏動分布

運転代⾏業者の⾏動頻度（確率）

緯度

経度

推定したホームポジション

空

移動をリコメンド
緯度

経度

:実⾞ :空⾞

空

凡例

エリアA エリアB
エリアC

エリアA エリアB
エリアC

エリアA
エリアB

エリアC

エリアA
エリアB

エリアC

顧客特性、需要分布、運転代⾏の
⾏動など各状態の重ね合わせとして
扱い時系列での予測を⾏う。

（状態空間モデルやパーティクルフィル
ターなどを想定※）

エアクルやアルパカ代⾏といった
事業リソース使い検証・課題だし

を⾏う

上記の沖縄にて検証済み属性や
アルゴリズムを他県に応⽤

②ー１

②ー２

②ー３

②ー４

イメージ技術的な特徴※

※アルゴリズムは複数案で検討し、
良いアルゴリズムを選定

⼤学の持つ技術と本
テーマ、取り組みはが
⾮常に相性が良い



市場規模



市場規模



課題解決方法・期待される効果等 ①客層分析
サブテーマ
①ー１ マーケティング観点による客層分析・評価、及び顧客開拓やサービス品質向上

利⽤者の離脱率については弊社でも⼀部調査を⾏っているが、深堀はできていない。また地域や店舗・客層に関する分析も⼗分に⾏えていない。本テーマでは琉球⼤
学岡﨑研究室の顧客解析や観光地情報・メディア情報学における潜在⾏動クラス分析技術を活⽤することで、弊社の事業におけるマーケティング施策、及びAIRCLE
における新サービス検討に活⽤する。

取り組み

メディア情報学、客
層分析の実績および
潜在構造クラス分析

技術など

⼤学の技術

主にAIRCLEの注⽂
観点で顧客⾏動
分析、テスト・評価

Alpaca.Lab

１）注⽂の離脱率調査
２）地域ごとのリピート率調査
３）飲⾷地域と居住地域、往来頻度に関する情
報解析（潜在構造クラス分析など）
４）マーケティング施策、既存サービスへのデータ活
⽤および新サービスの検討
５）特定地域でのテストと評価、課題出し

AIRCLE
のデータ

地域
データ

⼈流
データ

気象
データ

⽇時、地域、⼈数、性別、年
齢、リピート回数

⽇時、地域、気温、湿度、天
候、

注⽂データ
⽇時、注⽂発⽣位置、受注し
た代⾏業者位置、ステータス

顧客データ ⽇時、⽒名、性別、位置、
リピート回数

運転代⾏
データ

⽇時、⽒名、位置
スキル

GIS、飲み屋街情報

外部
データ

設定したミニゴール

データから顧客⾏動を明
らかにし、新規顧客開
拓、新サービス検討（別
業態へのサービス展開）
に活⽤。

取り組み詳細（イメージ）

技術的な⽬標

期待する効果
• 属性の評価や推定精度を高め、分析・評価によって客層の行動が明らかにする。
• AIRCLEの効率的な顧客獲得、リピートによる運転代行業者の安定的な収益増。
• 新たな顧客開拓やサービス検討、運転代行業者や飲食業界だけでない地域の活性化への貢献。



課題解決方法・期待される効果等 ①客層分析
サブテーマ
①ー２ コロナ感染者数と注文発生数の相関分析とデータ利活用

コロナ感染者数がピークになる３週間前にAIRCLE利用のピークがみられるため、
今後人流データ、コロナ感染者数の推移を分析し、コロナ対策機関と連携した情報提供など社会貢献も行う。取り組み

取り組み詳細（イメージ）

県内外の⼈流とエアクルの注
⽂発⽣、報道発表等の相関
分析

注⽂
データ

顧客
データ

⽇時、注⽂発⽣位置、受
注した代⾏業者位置、ス
テータス

⽇時、⽒名、性別、位置

コロナ
情報

沖縄県の新規感染者
数、地域

注文ピークの３週間後に
沖縄のコロナ感染者数が増加

（弊社独自調べ）活⽤データ

情報発信、研究機関への情
報提供や啓発に活⽤

メディア情報学、客層分
析の実績および潜在構
造クラス分析技術など

⼤学の技術

注⽂実績と⽇時の感染
者数の⽐較分析、情報
の連携先探索など

Alpaca.Lab

期待する効果
人流とエアクルの注文発生、報道発表等の相関を明らかにする。
またデータ提供など利活用も行う。運転代行業社およびコロナ感染者像の予兆として寄与が確認できた場合、
情報提供や注意の啓発に貢献できる。



課題解決方法・期待される効果等
②外部データを積極的に活用した需要予測AIの開発
サブテーマ
②ー１

短中期の外部データを積極的に活用した、
沖縄本島の需要予測に寄与する属性の調査・分析

• これまでの研究により、人流と注文発生に地域・曜日・時間特性があることは確認済。調査データ・対象地点を増やしてより詳細な分析を行
うことで属性情報を抽出。時系列アルゴリズムを追加しより精度の高い予測を行う。

• 本事業ではより長期データを取得し、研究を加速する。また今まで十分に活用してこなかった顧客情報も活用することでAIRCLEにおける需
要予測を発展させる。

取り組み

取り組み詳細（イメージ）

状態空間モデルなどの時
系列分析、評価

⼤学の技術

パーティクルフィルターなど
の時系列分析、開発、テ

スト、評価

Alpaca.Lab
ある時刻の注⽂の需要分布

緯度

経度
注⽂発⽣確率

COVIT-19顧客特性

気象

地域特性

・・・

１）⼈流とAIRCLEの注⽂データの相関分析
注⽂発⽣に寄与する属性抽出、特性の分析。

２）⼈流、注⽂データに加えて気象データの相関分析。
注⽂に発⽣に寄与する属性を抽出、特性を分析。

３）１）２）について中⻑期データから属性分析
（属性の季節変動等の調査）

４）時系列アルゴリズムによる効率的な配⾞に向けた注
⽂発⽣予測（※状態空間モデルやパーティクルフィルター
などの時系列分析を⾏い、より良いアルゴリズムを選定）

取り組み詳細

地域ごとの時間、曜⽇
ごとの需要分布を推定

イメージ
KDDI Location Analyzer（人口統計データ）

7.新都⼼、おもろまち、
天久、銘苅、安謝

1,若狭⼤通＋松⼭
36.美浜

20.屋冨祖エリア（大通り）
10.⽷満 ⼀万横丁

9.赤嶺

AIRCLE全Order累積ヒストグラム
(12/15~2/17の注文、N＝3923)

注
文
件
数

沖縄県の⼀部地域でエアクルの注⽂
データと⼈流に相関がある事は確認済

これまでの成果

期待する効果
• 注文発生前の気象条件と夜間の飲み屋街の人流、注文発生との相関を明らかに。
• 当日の状況を加味した注文予測を行うことで効率的な配車に向けた注文発生予測
• 岡﨑研究室の知見の活用・中長期データを追加購入することで研究を加速させる。



課題解決方法・期待される効果等
②外部データを積極的に活用した需要予測AIの開発
サブテーマ
②ー２ 運転代行業者の最適ホームポジションの探索

人流、気象、注文データから注文発生の相関分析により需要予測に必要な属性情報を取得、
時系列アルゴリズムを追加しより精度の高い予測を行う。本事業ではより長期データを取得、研究を加速する。取り組み

取り組み詳細（イメージ）

状態空間モデルを⽤いた
時系列分析、評価

⼤学の技術

アルゴリズム開発、サービ
ス検討、

アルパカ代⾏でのテスト、
評価

Alpaca.Lab

ある時刻の注⽂の需要分布

緯度

経度
注⽂発⽣確率

緯度

経度

業者Bの⾏動分布業者Aの⾏動分布

運転代⾏業者の⾏動頻度（確率）

緯度

経度

推定ホームポジション

■ある時刻のホームポジション推定
（サブテーマ② -2 ）
需要分布と運転代⾏業者の⾏動分布から複数の需要
分布エリアへの駆け付け時間を最⼩化するホームポジシ
ョンを推定

■運転代⾏業者の⾏動分布算出
（サブテーマ② -2 ）
運転代⾏業者の⾏動履歴からテリトリー（⾏動分布）を
割り出す

■ある時刻の注⽂の需要分布推定
（サブテーマ②-１）
注⽂実績や外部データ（⼈流、気象など）を積極的に活
⽤し、状態空間モデルやパーティクルフィルターなどの時系列
アルゴリズムを⽤いて注⽂発⽣の需要分布を推定する。

注文発生
確率が高
いエリア

推奨ホーム
ポジション

エアクルでの表⽰イメージ

期待する効果
• 駆け付け時間の短縮による顧客満足度向上、運転における燃料使用量の削減が期待できる。
• 稼働状況に応じたホームポジションの変化と駆け付け時間の変化、移動による運転代行業者の負担軽減
• 運転代行業者のステータスを加味することで効率的なホームポジションへの移動を促すことができる



課題解決方法・期待される効果等
②外部データを積極的に活用した需要予測AIの開発
サブテーマ
②ー３ 他県展開および他サービス展開の調査・分析

AIRCLEの他県展開に向けて沖縄本島で確認している需要に寄与する属性が他県でも寄与するか。
また、異なる挙動が見られるかを明らかにする。取り組み

取り組み詳細（イメージ）

状態空間モデルなどの時
系列分析、評価

⼤学の技術

他県データの取得、沖縄
県と他県の属性の相関

分析、評価

Alpaca.Lab
サブテーマ①ー１
マーケティング観点による客層分析・評価

沖縄県のデータを⽤いた研究開発 展開先候補

他県へ拡⼤する上で
使える既存知識・⼿
法と考慮すべき課題を
洗い出しサブテーマ②ー１︓短中期の外部データを積極的に活

⽤した沖縄本島の需要予測に寄与する属性の調査・分
析
サブテーマ②ー２︓運転代⾏業者の最適ホームポジショ
ンの探索

2)沖縄県を対象にした研究ノウハウを他県に適⽤。
ー沖縄本島で需要予測に寄与することが判明している属
性情報を⽤いた他県データの相関分析

ー沖縄県と他県の属性の相互相関や状態空間モデルなど
の時系列アルゴリズムを⽤いた⽐較・評価

Top10のエリアを抽出
（kmeans_test2_top10.html）

1)他県の地域情報、運転代⾏業に関する事前調査
（アンケートの実施と分析）

②ー３の範囲

期待する効果
• 沖縄にて検証済み属性が他県に応用可能かを確認できる。
• AIRCLEのサービスを他県へ拡大する上で使える既存知識・手法と考慮すべき課題を洗い出せる
• 他県の地域情報、人流、気象データを追加購入することで研究を加速させる。



課題解決方法・期待される効果等
②外部データを積極的に活用した需要予測AIの開発
サブテーマ
②ー４ 外部データを積極的に活用した需要予測機能の開発と試行運用

需要予測エンジンを実装、沖縄本島にてエリアを選定し、AIRCLEにて試行運用を行う。
予測精度を検証、エリア拡大や更なる精度向上に向けた課題の洗い出しを行う。取り組み

取り組み詳細（イメージ）

メディア情報学、客層分
析の実績および潜在構
造クラス分析技術など

⼤学の技術

主にAIRCLEの注⽂観
点で顧客⾏動 分析、

テスト・評価

Alpaca.Lab

１）サブテーマ①②③の結果を踏まえpythonにて需要予
測エンジンを開発。AIRCLEに実装する。
２）運転代⾏業者の協⼒のもので需要予測を利⽤した
場合と、利⽤しない場合でのABテストを実施、売り上げ、
予測精度の検証を実施する。

取り組み詳細 サービスイメージインプット

②ー１〜３の成果

推定したホームポジション

空

移動をリコメンド

緯度

経度

:実⾞
:空⾞

空

凡例

ある時刻の注⽂の需要分布

緯度

経度
注⽂発⽣確率

緯度

経度

業者Bの⾏動分布業者Aの⾏動分布

運転代⾏業者の⾏動頻度（確率）

経度

推定したホームポジション

COVIT-19顧客特性

気象

地域特性

・・・

期待する効果 • AIRCLEの環境へ実装し、予測精度を検証の準備が行える。また実環境、自社代行を用いたテストを実施
• 試行運用を行うことで効果の計測と効果と、今後のサービス展開に向けた課題を洗い出すことができる。


